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は
じ
め
に

─
辻
作
品
に
お
け
る
戦
争
の
テ
ー
マ

　

一
九
三
二
年
生
ま
れ
の
辻
真
先
の
ミ
ス
テ
リ
作
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

は
長
い
。
デ
ビ
ュ
ー
作
は
、
一
九
六
三
年
に
『
宝
石
』
に
掲
載
さ
れ
た
短

編
「
生
意
気
な
鏡
の
物
語
」（
桂
真
佐
喜
名
義
）
で
、
同
年
の
「
新
人
二

十
五
人
集
」
に
選
ば
れ
る
。「
犯
人
が
読
者
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
の

『
仮
題
・
中
学
殺
人
事
件
』（
一
九
七
二
年
）
で
第
一
作
目
の
長
編
ミ
ス
テ

リ
を
発
表
す
る
。『
ア
リ
ス
の
国
の
殺
人
』（
一
九
八
一
年
）
で
、
日
本
推

理
作
家
協
会
賞
を
受
賞
。
デ
ビ
ュ
ー
作
以
来
、
特
殊
設
定
、
作
中
作
を
複

雑
に
組
み
合
わ
せ
た
叙
述
ト
リ
ッ
ク
な
ど
を
駆
使
し
た
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
的
な
ミ
ス
テ
リ
が
多
い
１
。

　

中
学
生
に
は
じ
ま
っ
て
所
帯
を
も
っ
た
ス
ー
パ
ー
・
ポ
テ
ト
シ
リ
ー
ズ

（『
合
本
・
青
春
殺
人
事
件
』
一
九
九
〇
年
～
『
戯
作
・
誕
生
殺
人
事
件
』

二
〇
一
三
年
）、
ユ
ー
カ
リ
お
ば
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
（『
旅
は
道
づ
れ
死
体
づ

れ
』
一
九
八
四
年
～
『
超
特
急
燕
号
誘
拐
事
件
』
二
〇
〇
一
年
）、
ト
ラ

ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
瓜
生
慎
と
財
閥
令
嬢
の
カ
ッ
プ
ル
探
偵
シ
リ
ー
ズ
（『
死

体
が
私
を
追
い
か
け
る
』
一
九
七
九
年
～
『
日
本
・
マ
ラ
ソ
ン
列
車
殺
人

号
』
二
〇
一
一
年
）、
赤
川
次
郎
の
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
シ
リ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
迷
犬
ル
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
（『
迷
犬
ル
パ
ン
の
名
推
理
』
一
九
八
三

年
～
『
迷
犬
ル
パ
ン
と
里
見
八
犬
伝
』
一
九
九
六
年
）
な
ど
、
シ
リ
ー
ズ

も
の
も
数
多
く
手
が
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
世
界
観

を
繋
げ
、
別
シ
リ
ー
ズ
の
登
場
人
物
が
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

探
偵
小
説
か
ら
推
理
小
説
へ

�

─
辻
真
先
〈
昭
和
ミ
ス
テ
リ
シ
リ
ー
ズ
〉
に
お
け
る
戦
争

押
野　

武
志
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も
の
も
多
い
。
辻
真
先
の
ア
ナ
グ
ラ
ム
で
あ
る
牧
薩
次
は
、
ス
ー
パ
ー
・

ポ
テ
ト
シ
リ
ー
ズ
の
探
偵
役
で
あ
る
と
同
時
に
い
く
つ
か
の
作
中
作
の

「
作
者
」
で
も
あ
る
。
そ
の
牧
薩
次
を
実
作
者
名
に
し
た
作
品
に
、『
完
全

恋
愛
』（
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
作
者
の
も
う
一
つ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
・

桂
真
佐
喜
で
、
自
身
の
本
の
巻
末
解
説
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
多
数
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
昭
和
を
舞
台
に
那
珂
一
兵
が
探

偵
役
と
し
て
登
場
す
る
、
昭
和
ミ
ス
テ
リ
シ
リ
ー
ズ
『
深
夜
の
博
覧
会　

昭
和
12
年
の
探
偵
小
説
』（
二
〇
一
八
年
、
東
京
創
元
社
）、『
た
か
が
殺

人
じ
ゃ
な
い
か　

昭
和
24
年
の
推
理
小
説
』（
二
〇
二
〇
年
、
東
京
創
元

社
）、『
馬
鹿
み
た
い
な
話
！　

昭
和
36
年
の
ミ
ス
テ
リ
』（
二
〇
二
二
年
、

東
京
創
元
社
）
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
い
。
と
り
わ
け
、
作
者
の
戦
争
体

験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
、
最
初
の
二
作
品
を
中
心
に
分
析
す
る
。

　

辻
に
と
っ
て
戦
争
は
、
創
作
活
動
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。
ミ
ス
テ
リ
作
家
デ
ビ
ュ
ー
前
は
、『
鉄
腕
ア
ト
ム
』、『
サ
ザ

エ
さ
ん
』『
デ
ビ
ル
マ
ン
』
な
ど
、
ア
ニ
メ
を
中
心
と
し
た
脚
本
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
既
に
戦
争
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い

た
。

　

石
ノ
森
章
太
郎
原
作
の
『
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
』
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版

一
六
話
「
太
平
洋
の
亡
霊
」（
一
九
六
八
年
七
月
一
九
日
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
系
列

放
送
）
は
、
原
作
に
は
な
い
辻
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
て
い
た
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
た
ち
は
、
突
如
と
し
て
、
ゼ

ロ
戦
、
月
光
、
雷
電
、
桜
花
、
回
天
と
い
っ
た
旧
日
本
軍
の
兵
器
が
幽
霊

戦
闘
機
や
幽
霊
軍
艦
と
な
っ
て
出
現
し
、
米
軍
戦
闘
機
や
戦
艦
を
次
々
と

襲
撃
す
る
事
態
に
遭
遇
す
る
。
さ
ら
に
は
大
戦
艦
（
大
和
）、
そ
し
て
ビ

キ
ニ
環
礁
で
原
爆
実
験
の
標
的
と
さ
れ
て
沈
ん
だ
連
合
艦
隊
旗
艦
長
門
が

復
活
す
る
。
原
子
爆
弾
を
落
と
さ
れ
て
も
ビ
ク
と
も
せ
ず
放
射
能
を
ま
き

散
ら
し
な
が
ら
長
門
は
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
へ
向
か
っ
て
い
く
。

　

西
海
岸
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
中
、
０
０
９
た
ち
は
、
今
に
な
っ
て
な
ぜ

幽
霊
戦
闘
機
・
戦
艦
が
出
現
し
た
の
か
、
そ
の
真
相
を
追
う
う
ち
、
超
心

理
学
の
権
威
・
タ
イ
ラ
博
士
の
存
在
に
行
き
当
た
る
。
太
平
洋
戦
争
の
折
、

特
攻
で
一
人
息
子
の
ユ
ー
タ
ロ
ー
を
亡
く
し
て
い
た
彼
は
、
人
間
の
脳
が

持
つ
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
増
幅
さ
せ
る
機
械
を
作
り
上
げ
、
そ
の
思
念

の
力
で
日
本
海
軍
を
蘇
ら
せ
ア
メ
リ
カ
軍
を
襲
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

ユ
ー
タ
ロ
ー
の
霊
が
現
れ
、
諭
さ
れ
た
博
士
は
改
心
し
て
復
讐
を
断
念
す

る
。
最
後
に
憲
法
九
条
の
条
文
を
ス
ク
ロ
ー
ル
で
見
せ
る
な
ど
、
あ
の
悲

惨
な
戦
争
に
何
も
学
ぼ
う
と
せ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
戦
争
や
核
実
験
に
明
け

暮
れ
る
人
類
へ
の
怒
り
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
大
人
の
鑑
賞
に
は
堪
え
え

な
い
と
さ
れ
、
ア
ニ
メ
が
ま
だ
「
漫
画
映
画
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
だ
か
ら

可
能
だ
っ
た
表
現
だ
っ
た
。

　

辻
は
、
文
学
的
な
世
代
論
で
い
え
ば
、
一
九
三
〇
年
代
初
め
か
ら
半
ば

に
か
け
て
生
ま
れ
た
「
内
向
の
世
代
」
や
、
開
高
健
、
石
原
慎
太
郎
、
江

藤
淳
、
大
江
健
三
郎
、
倉
橋
由
美
子
ら
と
重
な
る
。
ジ
ャ
ン
ル
も
異
な
り
、
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彼
ら
の
文
学
的
な
潮
流
と
は
直
接
に
は
重
な
ら
な
い
が
、
濃
淡
の
差
は
あ

れ
、
戦
中
派
や
戦
後
派
と
も
異
な
る
こ
の
世
代
の
戦
争
体
験
が
、
後
の
文

学
活
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

『
深
夜
の
博
覧
会
　
昭
和
12
年
の
探
偵
小
説
』
の
時
代
背
景
と
江
戸
川

乱
歩
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

　

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
の
銀
座
、
似
顔
絵
描
き
の
少
年
・
那
珂
一

兵
は
、
帝
国
新
報
の
女
性
記
者
・
瑠
璃
子
か
ら
依
頼
を
受
け
る
。
そ
れ
は
、

名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
の
記
事
の
挿
絵
を
描
く
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
瑠
璃
子
と
共
に
名
古
屋
に
向
か
っ
た
一
兵
は
、
趣
味
人
の
伯
爵
・
宗

像
昌
清
が
つ
く
っ
た
奇
矯
な
館
「
慈ジ

王オ

羅ラ

馬マ

館
」
を
訪
れ
る
。
そ
ん
な
中
、

宗
像
の
盟
友
で
満
州
の
大
富
豪
で
あ
る
崔
の
愛
人
・
杏
蓮
の
切
断
さ
れ
た

両
足
が
銀
座
で
発
見
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。
同
時
に
被
害
者

の
妹
・
澪
も
監
禁
さ
れ
る
。
澪
は
一
兵
が
ほ
の
か
に
想
い
を
寄
せ
る
相
手

で
も
あ
る
。
名
古
屋
に
い
た
は
ず
の
杏
蓮
の
両
足
が
な
ぜ
東
京
で
発
見
さ

れ
た
の
か
、
杏
蓮
の
胴
体
と
頭
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
、
東
京
と
名
古
屋

に
ま
た
が
る
事
件
に
少
年
探
偵
・
一
兵
が
挑
む
〈
探
偵
小
説
〉
で
あ
り
、

探
偵
小
説
批
判
を
内
在
化
し
た
〈
反
探
偵
小
説
〉
で
も
あ
る
。

　

副
題
が
示
す
よ
う
に
、
日
中
戦
争
前
夜
の
日
本
を
舞
台
に
し
て
い
る
か

ら
と
い
う
理
由
で
、
当
時
の
呼
び
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で

は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、〈
探
偵
小
説
〉

と
〈
推
理
小
説
〉
は
、
異
な
る
概
念
、
ね
じ
れ
た
関
係
と
し
て
差
異
化
さ

れ
て
い
る
。

　

昭
和
一
二
年
に
開
催
さ
れ
た
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
と
は
、
同

年
三
月
一
五
日
か
ら
五
月
三
一
日
ま
で
、
名
古
屋
市
主
催
の
も
と
開
催
さ

れ
た
博
覧
会
で
あ
る
。
二
九
の
国
と
地
域
の
パ
ビ
リ
オ
ン
か
ら
成
る
戦
前

の
日
本
最
大
規
模
の
国
際
博
覧
会
と
し
て
、
四
八
〇
万
人
も
の
客
を
集
め

た
２
。
こ
の
博
覧
会
は
、
東
京
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
る
い

は
そ
れ
ゆ
え
に
「
あ
の
時
代
に
『
平
和
』
を
名
乗
る
だ
け
で
も
特
筆
し
た

か
っ
た
」３
と
辻
は
述
べ
て
い
る
。

　

杏
蓮
が
両
足
を
切
断
さ
れ
、
片
方
の
足
は
犬
が
く
わ
え
て
銀
座
の
街
を

走
り
、
も
う
一
方
の
足
は
あ
る
怪
し
げ
な
場
所
で
料
理
に
混
入
さ
れ
る
と

い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
は
、
作
中
で
も
「
エ
ロ
グ
ロ
の
時
代
」
と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
館
の
主
の
過

去
や
交
友
関
係
な
ど
も
、
昭
和
一
二
年
と
い
う
時
代
を
反
映
し
て
い
る
。

満
州
へ
の
移
民
政
策
も
語
ら
れ
れ
ば
、
甘
粕
正
彦
も
登
場
し
、
当
時
の
不

穏
な
空
気
を
も
描
き
出
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
宗
像
伯
爵
が
博
覧
会
会
場
の
隣
に
建
て
た
慈
王
羅
馬
館
も
、

悪
趣
味
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
や
「
エ
ロ
グ
ロ
」
を
詰
め
込
ん
だ
建
物
で

あ
る
。
江
戸
川
乱
歩
の
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』（『
新
青
年
』
一
九
二
六
年

一
〇
月
～
一
九
二
七
年
四
月
）
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
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ち
な
み
に
、
辻
の
『
焼
跡
の
二
十
面
相
』（
二
〇
一
九
年
）
は
、
江
戸

川
乱
歩
の
少
年
探
偵
団
シ
リ
ー
ズ
の
名
探
偵
不
在
と
い
う
空
白
を
埋
め
る

も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
敗
戦
間
も
な
い
一
面
焼
け
野
原
の
東
京
で
、
軍

の
委
嘱
を
受
け
た
暗
号
の
仕
事
で
日
本
を
離
れ
た
ま
ま
帰
ら
ぬ
明
智
の
留

守
を
預
か
る
小
林
少
年
が
活
躍
す
る
。
宿
敵
で
あ
る
は
ず
の
怪
人
二
十
面

相
と
共
闘
し
、
戦
争
中
は
軍
や
政
治
家
に
繋
が
っ
て
う
ま
い
汁
を
す
す
り
、

戦
後
は
占
領
軍
に
取
り
入
ろ
う
と
す
る
軍
需
産
業
の
首
領
ら
を
討
つ
物
語

で
あ
る
。

密
室
殺
人
の
不
可
能
性
／
自
白
中
心
主
義
批
判

　

軍
国
少
年
で
あ
る
一
兵
少
年
が
、
事
件
を
通
し
て
「
五
族
協
和
」「
内

鮮
一
体
」
と
い
っ
た
当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
裏
に
あ
る
実
態
と
空
虚
さ
を

知
っ
て
い
く
過
程
も
、
事
件
の
解
決
後
に
登
場
人
物
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
た

ど
る
運
命
も
、
時
代
を
反
映
し
て
い
る
。
一
兵
は
、
満
州
建
国
が
白
人
の

侵
略
か
ら
逃
れ
、
亜
細
亜
の
平
和
を
体
現
す
る
王
道
楽
土
だ
と
信
じ
て
い

る
。
五
族
協
和
の
た
め
に
、
満
州
国
が
建
国
さ
れ
た
と
疑
わ
な
い
。
ま
た
、

澪
は
郷
里
の
婚
約
者
・
修
市
と
共
に
、
満
州
へ
の
移
住
を
希
望
し
て
お
り
、

そ
こ
に
行
け
ば
よ
り
豊
か
に
な
れ
る
と
信
じ
、
も
と
か
ら
そ
こ
に
住
ん
で

い
た
農
民
た
ち
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
宗
像
の
助
手
・
別べ

つ

宮く

操
は
、
澪
の
恋
人
を
わ
ざ
と
骨
折
さ
せ

い
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
は
、
売
れ
な
い
作
家
の
人
見
廣
介
が
、
自
分
に

瓜
二
つ
の
資
産
家
が
急
死
し
た
の
を
さ
い
わ
い
、
彼
に
な
り
す
ま
し
て
、

そ
の
資
産
の
す
べ
て
を
人
工
楽
園
づ
く
り
に
賭
け
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

未
亡
人
が
こ
の
ニ
セ
の
夫
の
不
気
味
な
計
画
に
感
づ
き
つ
つ
も
人
工
楽
園

島
を
め
ぐ
る
の
だ
が
、
犯
人
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
犯
人
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
柱
に
死
体
を
隠
す
も
、
探
偵
役
の
小
説
家
に
よ
っ
て
犯
行
が
暴
露
さ

れ
、
自
ら
は
花
火
と
共
に
爆
死
し
て
、
血
と
肉
の
雨
を
パ
ノ
ラ
マ
島
に
降

ら
す
。

　

か
様
に
し
て
、
人
見
廣
介
の
五
体
は
、
花
火
と
共
に
、
粉
微
塵

に
く
だ
け
、
彼
の
創
造
し
た
パ
ノ
ラ
マ
国
の
、
各
々
の
景
色
の

隅
々
ま
で
も
、
血
液
と
肉
塊
の
雨
と
な
っ
て
、
降
り
そ
そ
い
だ
の

で
あ
り
ま
し
た
４
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
作
の
首
謀
者
で
あ
る
宗
像
は
、
相
思
相
愛
の
杏
蓮

と
心
中
し
て
二
人
の
身
体
を
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
度
の
液
体
空
気
に
さ
ら
し

て
衝
撃
を
加
え
て
、
氷
の
霧
と
な
っ
て
空
中
に
飛
び
散
ら
す
。
こ
の
よ
う

に
、
犯
人
が
自
ら
の
身
体
を
粉
々
に
破
砕
し
、
空
中
に
ば
ら
ま
く
と
い
う

最
期
は
共
通
し
て
お
り
、
乱
歩
的
な
変
格
探
偵
小
説
的
な
幻
想
趣
味
も
溢

れ
て
い
る
。
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て
満
州
移
民
を
断
念
さ
せ
る
。
ま
た
、
事
件
の
真
相
は
、
肺
病
で
余
命
幾

ば
く
も
な
い
崔
の
愛
人
・
杏
蓮
が
、
関
東
軍
の
寺
中
少
将
（
妹
の
澪
を

狙
っ
て
い
た
）
の
野
望
を
打
ち
砕
く
た
め
、
切
断
し
た
足
を
彼
ら
の
密
会

所
・
遊
興
所
と
な
っ
て
い
る
『
篠
竹
』
に
届
け
て
、
人
肉
パ
ー
テ
ィ
の
噂

を
流
す
た
め
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
崔
の
正
妻
・
潭
芳
夫
人
は
、
杏
蓮
の
四
肢
を
切
断
し
て
復
讐
し

た
い
と
い
う
欲
望
が
あ
っ
た
。
纏
足
で
車
椅
子
の
潭
芳
夫
人
と
夫
人
の
護

衛
役
の
久
遠
チ
ョ
ク
ト
（
実
は
愛
人
関
係
）
の
二
人
は
、
階
数
誤
認
ト

リ
ッ
ク
（
隠
れ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
三
階
だ
と
思
っ
た
ら
六
階

だ
っ
た
）
に
よ
り
、
墜
落
死
す
る
。

　

同
様
に
、
澪
に
、
自
分
の
居
場
所
を
誤
認
さ
せ
る
と
い
う
の
が
メ
イ
ン

ト
リ
ッ
ク
で
、
当
時
の
科
学
的
捜
査
の
不
備
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
不
可

能
犯
罪
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
格
ミ
ス
テ
リ
の
サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
サ
ー
ク

ル
」
が
あ
る
。
エ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ー
ン
『
シ
ャ
ム
双
子
の
謎
』（
一
九
三

三
年
）、
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
『
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
っ
た
』（
一
九

三
九
年
）
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
や
絶
海
の
孤
島
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由

で
外
部
と
の
行
き
来
や
連
絡
が
不
可
能
で
あ
る
閉
鎖
環
境
を
舞
台
に
し
た

ミ
ス
テ
リ
の
こ
と
で
あ
る
。
容
疑
者
が
限
定
さ
れ
る
中
で
、
警
察
に
よ
る

科
学
捜
査
も
行
わ
れ
ず
、
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
を
盛
り
上
げ
る
。
戦
時

下
の
日
本
と
い
う
空
間
が
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
サ
ー

ク
ル
」
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ミ
ス
テ
リ
に
お
い
て
は
、

警
察
が
排
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
名
探
偵
が
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
戦
時
下
の
日
本
に
は
、
無
能
な
警
察
は
い
た
が
、
犯
罪
者
を
追
及
す

る
名
探
偵
は
不
在
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
戦
時
下
の
言
説
空
間
を
批
評
的
に
抉
り
出
し
た
場
面
が
、
本

作
に
あ
る
。
一
兵
の
推
理
に
対
し
て
、
崔
の
秘
書
・
看
護
師
の
金
白
泳
は
、

こ
う
反
論
す
る
。

「
あ
な
た
の
探
偵
ぶ
り
を
感
心
し
て
見
て
い
た
け
ど
、
証
拠
な
ん
て

な
か
っ
た
の
ね
。
み
ん
な
当
推
量
だ
っ
た
の
、
そ
う
」

「
で
も
可
能
性
は
高
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
麻
酔
に
詳
し
い
女
が
私
だ
な
ん
て
」

　
　
（
中
略
）

　

仁
科
が
ま
た
ズ
イ
と
立
ち
上
が
っ
て
、
髯
を
こ
す
っ
た
。

「
証
拠
が
な
く
て
も
、
お
前
さ
ん
の
考
え
は
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
」

　

対
抗
す
る
よ
う
に
金
も
立
ち
上
が
っ
た
。
ほ
っ
そ
り
し
た
肢
体

だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
印
象
よ
り
遙
か
に
強
い
存
在
感
を
溢
れ
さ
せ

て
い
る
。

「
刑
事
さ
ん
の
い
う
通
り
で
す
。
証
拠
が
な
い
の
に
日
本
人
は
、
大

勢
の
朝
鮮
人
を
殺
し
た
も
の
ね
」
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ギ
ク
リ
と
し
て
仁
科
は
彼
女
を
見
た
。

「
私
の
父
は
、
関
東
大
震
災
で
日
本
の
自
警
団
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。

井
戸
に
毒
を
入
れ
た
証
拠
な
ん
て
あ
る
は
ず
が
な
い
の
に
」５

　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
直
後
に
朝
鮮
人
の
暴
徒
化
が
報

じ
ら
れ
、
そ
の
デ
マ
を
信
じ
た
青
年
団
・
自
警
団
ら
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
虐

殺
が
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
混
乱
に
乗
じ
て
官
憲
に
よ
る
大
杉
栄
ら
の
虐

殺
（
甘
粕
事
件
）、
労
働
運
動
の
指
導
者
た
ち
の
虐
殺
（
亀
戸
事
件
）
も

起
こ
る
。

　

こ
の
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
震
災
テ
ロ
リ
ズ
ム
か
ら
伺
え
る
の
は
、
戦

前
の
探
偵
小
説
は
そ
れ
に
応
答
で
き
ず
、
個
人
・
大
衆
・
権
力
と
の
関
係

を
突
き
詰
め
る
こ
と
な
く
、
不
可
解
で
猟
奇
的
な
犯
人
の
内
面
に
す
べ
て

を
収
斂
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
大
衆
が
抱
く
不
合
理
や
無
意

識
へ
の
不
安
を
西
欧
の
探
偵
小
説
は
、
名
探
偵
に
よ
る
合
理
性
の
勝
利
に

よ
っ
て
想
像
的
に
解
消
し
て
み
せ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
、
大
衆
の

不
安
が
探
偵
小
説
に
回
収
さ
れ
ず
に
、「
群
衆
の
人
」（
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ

ン
・
ポ
ー
）
と
化
し
た
大
衆
が
権
力
の
手
先
と
な
っ
て
、
個
人
の
痕
跡
を

消
し
た
ま
ま
犯
行
に
及
ん
だ
。
こ
こ
で
は
、
大
量
殺
人
事
件
が
現
実
の
世

界
で
演
じ
ら
れ
、
探
偵
不
在
の
ま
ま
解
決
も
さ
れ
な
か
っ
た
６
。

　

同
じ
く
、
自
白
中
心
主
義
の
戦
前
に
お
い
て
、
本
格
探
偵
小
説
が
成
立

し
え
な
い
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

「
密
室
殺
人
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
の
さ
。
犯
人
が
ど
う
や
っ
て
密

室
を
作
っ
た
か
、
そ
れ
が
わ
か
る
ま
で
容
疑
者
の
決
め
よ
う
が
な

い
だ
ろ
う
」

　

す
る
と
爺
さ
ん
は
笑
い
な
が
ら
い
っ
て
の
け
た
。

「
そ
り
ゃ
あ
べ
こ
べ
だ
。
ま
ず
怪
し
い
奴
を
捕
ま
え
る
。
そ
れ
か
ら

脅
し
た
り
す
か
し
た
り
し
て
、
自
白
さ
せ
る
。
密
室
破
り
の
方
法

な
ぞ
犯
人
に
聞
け
ば
す
ぐ
わ
か
る
じ
ゃ
な
い
か
ね
」

「
で
も
そ
の
人
が
無
実
な
ら
、
密
室
の
謎
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」

「
わ
か
ら
な
く
て
も
構
わ
な
い
の
さ
、
そ
い
つ
以
外
に
怪
し
い
者
が

い
な
け
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と
起
訴
に
持
ち
込
め
る
ん
だ
、
こ
の
国
で

は
」。

　
　
（
中
略
）

　

一
兵
は
落
胆
し
た
。
こ
れ
で
は
舶
来
の
小
説
に
出
て
く
る
密
室

0

0

殺
人
な
ん
て
日
本
に
存
在
す
る
は
ず
が
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
探
偵
小
説
が
お
化

け
屋
敷
の
ヒ
ュ
ー
ド
ロ
ド
ロ
で
し
か
な
い
の
は
当
た
り
前
か
…
…
。

　
「
探
偵
小
説
が
お
化
け
屋
敷
」
と
い
う
の
は
、
松
本
清
張
の
横
溝
正
史

ら
の
本
格
探
偵
小
説
批
判
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。「
探
偵
小
説
を

「
お
化
屋
敷
」
の
掛
小
屋
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
の
外
に
出
し
た
か
っ
た
」７
清

張
は
、
名
探
偵
を
排
除
し
素
人
探
偵
を
登
場
さ
せ
、
犯
人
の
犯
行
の
動
機

や
そ
の
社
会
的
背
景
を
描
く
こ
と
を
主
眼
に
し
て
、
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
を
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量
産
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
二
作
目
に
お
い
て
は
、
名
探
偵
の
那
珂
一
兵
は
、
戦
前
に
金

田
一
耕
助
の
助
手
で
あ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
も
い
る
が
、

辻
が
少
年
期
に
耽
溺
し
た
乱
歩
や
横
溝
の
〈
探
偵
小
説
〉
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
と
同
時
に
、
戦
後
的
な
価
値
観
に
基
づ
い
た
〈
推
理
小
説
〉
が
模
索

さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
意
味
で
本
作
は
、
変
格
探
偵
小
説
全
盛
期
及
び
敵
性
文
学
と
し
て

の
探
偵
小
説
受
難
の
時
代
を
背
景
に
、
謎
解
き
を
旨
と
し
な
が
ら
、
犯
人

の
動
機
の
社
会
性
を
も
描
い
た
〈
社
会
派
本
格
探
偵
小
説
〉
な
の
で
あ
る
。

『
た
か
が
殺
人
じ
ゃ
な
い
か
　
昭
和
24
年
の
推
理
小
説
』
へ
の
展
開

─
〈
探
偵
小
説
が
推
理
小
説
に
脱
皮
す
る
時
代
〉

　

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
、
ミ
ス
テ
リ
作
家
を
目
指
し
て
い
る
カ
ツ

丼
こ
と
風
早
勝
利
は
、
名
古
屋
市
内
の
新
制
高
校
三
年
生
に
な
っ
た
。
旧

制
中
学
卒
業
後
の
、
た
っ
た
一
年
だ
け
の
男
女
共
学
の
高
校
生
活
。「
日

本
の
民
主
化
」
を
進
め
る
進
駐
軍
に
よ
っ
て
学
制
が
改
革
さ
れ
、
男
女
共

学
が
始
ま
っ
た
。
戦
前
と
ま
る
で
違
う
価
値
観
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
思
春

期
の
生
徒
た
ち
の
戸
惑
い
や
怒
り
が
描
か
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
顧
問
の
別
宮
操
の
勧
め
で
勝
利
た
ち
東
名
学
園
推
理
小
説

研
究
会
は
、
映
画
研
究
会
と
合
同
で
奥
三
河
の
湯
谷
温
泉
へ
、
操
と
男
女

生
徒
五
名
で
一
泊
旅
行
を
計
画
す
る
。
修
学
旅
行
代
わ
り
の
小
旅
行
だ
っ

た
。
そ
こ
で
密
室
殺
人
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
夏
休
み
最
終
日

の
夜
、
キ
テ
ィ
台
風
が
襲
来
す
る
中
、
旧
日
本
軍
の
廃
墟
で
首
切
り
殺
人

事
件
が
起
き
る
。

　

第
一
の
殺
人
現
場
は
、
勝
利
た
ち
が
泊
ま
っ
た
湯
谷
温
泉
か
ら
や
や
離

れ
た
山
間
に
建
て
ら
れ
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
。
操
が
ド
ア
を
蹴
破
っ
て
中
を

確
か
め
た
と
こ
ろ
、
は
た
し
て
遺
体
が
見
つ
か
る
。
被
害
者
は
、
徳
永
信

太
郎
、
六
八
歳
。
全
国
的
に
名
の
知
れ
た
地
元
の
名
士
で
、
古
武
士
の
よ

う
な
老
人
。
遺
体
の
頭
部
に
は
挫
傷
が
あ
り
、
木
材
の
よ
う
な
も
の
で
殴

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
つ
あ
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
出
入
り
口
は
内

側
か
ら
施
錠
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
犯
人
の
脱
出
経
路
が
不
明
。
主
人
公
た

ち
東
名
学
園
の
生
徒
た
ち
は
、
そ
の
第
一
発
見
者
と
な
る
。
状
況
的
に
生

徒
た
ち
と
操
に
は
ア
リ
バ
イ
が
あ
り
、
警
察
か
ら
も
深
く
は
疑
わ
れ
な
い
。

　

明
ら
か
に
怪
し
い
の
は
、
上
海
か
ら
帰
国
し
た
編
入
生
の
咲
原
鏡
子
で

あ
る
。
大
人
た
ち
が
彼
女
に
接
す
る
態
度
に
は
な
に
か
含
み
が
あ
り
、
鏡

子
が
な
ん
ら
か
の
秘
密
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
序
盤
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い

る
。

　

闇
市
で
勝
利
は
鏡
子
に
偶
然
出
会
い
、
そ
の
秘
密
を
知
る
。
鏡
子
は
、

貧
困
の
中
、
病
床
に
あ
る
父
の
た
め
に
、
進
駐
軍
相
手
の
「
パ
ン
助
」
を

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
今
は
、
日
系
二
世
の
陸
軍
少
佐
の
ハ
ヤ
ト
・
ロ

ビ
ン
ソ
ン
の
「
オ
ン
リ
ー
」
と
な
っ
て
い
た
。
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松
本
清
張
の
女
性
像
と
の
比
較

　

真
犯
人
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
容
疑
者
の
過
去
が
、
パ
ン
パ
ン
で

あ
っ
た
と
い
う
設
定
は
、
清
張
の
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』（
一
九
五
九
年
）
と

共
通
す
る
。『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
で
は
、
女
性
の
性
的
身
体
へ
の
過
剰
な
記

号
化
が
行
わ
れ
、
敗
戦
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験
が
女
性
へ
の
性
暴
力
に
集
約
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
横
溝
正
史
の
『
本
陣
殺
人
事
件
』（
一
九
四
六
年
）

も
追
加
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
犯
人
の
新
婦
殺
害
の
動
機
は
、
新
婚
初
夜

に
新
婦
が
処
女
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

占
領
下
の
パ
ン
パ
ン
と
処
女
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
ち
ら
も
、
女
性

を
受
動
的
な
立
場
に
と
ど
め
置
い
た
ま
ま
、
男
性
主
体
に
よ
る
女
性
の
性

の
管
理
を
め
ぐ
る
記
号
体
系
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
。

　

同
じ
、
記
号
体
系
に
基
づ
い
た
清
張
の
短
編
に
、「
赤
い
く
じ
」（
一
九

五
五
年
）
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
敗
戦
直
後
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
進
駐
を
前
に
、
軍
上
層
部
が
日
本
人
会
の
婦
人
た
ち
を
く

じ
で
選
別
し
て
、
慰
安
婦
と
し
て
差
し
出
し
、
姑
息
に
も
生
き
延
び
よ
う

と
す
る
悲
喜
劇
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
進
駐
し
て
き
た
米
軍
は
、
慰
安

婦
を
要
求
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
く
じ
を
引
い
た
夫
人
た
ち
は
、
引
揚
の

列
車
内
で
偏
見
と
差
別
、
好
奇
の
的
と
な
っ
た
。
美
貌
の
塚
西
夫
人
も
そ

の
一
人
で
あ
っ
た
。
末
森
軍
医
は
今
ま
で
手
に
届
か
な
い
存
在
と
思
わ
れ

た
塚
西
夫
人
が
赤
い
く
じ
を
引
い
た
た
め
、
夫
人
が
急
に
自
分
の
手
に
届

く
範
囲
に
な
っ
た
と
錯
覚
す
る
。
嫉
妬
に
狂
っ
た
ラ
イ
バ
ル
の
楠
田
参
謀

長
と
争
い
に
な
り
、
末
森
は
楠
田
を
射
殺
。
そ
の
後
、
末
森
も
銃
で
自
害

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
敗
戦
に
よ
っ
て
「
勝
者
の
欲
望
」
の
模
倣
に
も
失
敗
し
て

損
傷
し
た
男
性
主
体
の
回
復
を
目
指
そ
う
と
し
た
の
が
、
清
張
の
『
球
形

の
荒
野
』（
一
九
六
二
年
）
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
次
大
戦
末

期
、
日
本
を
破
滅
の
淵
か
ら
救
う
た
め
、
祖
国
、
妻
子
を
捨
て
た
男
が
、

一
七
年
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
こ
と
か
ら
発
生
す
る
連
続
殺
人
事
件
で
あ
る
。

物
語
は
、
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
元
外
交
官
の
野
上
顕
一
郎
の
姪
が
奈
良
の

お
寺
を
参
拝
し
た
と
き
、
記
帳
簿
に
野
上
に
似
た
筆
跡
を
発
見
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
野
上
の
娘
・
久
美
子
の
フ
ィ
ア
ン
セ
で
新
聞
記
者
の
添
田

が
、
興
味
を
持
ち
調
査
を
進
め
る
う
ち
に
、
野
上
と
関
わ
り
を
持
つ
人
物

が
次
々
殺
さ
れ
る
。

　
『
球
形
の
荒
野
』
は
、『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
と
同
様
に
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者

を
登
場
さ
せ
な
が
ら
、
パ
ン
パ
ン
と
し
て
の
過
去
を
封
印
し
、
敗
戦
に
よ

る
屈
辱
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
佐
知
子
に
対
し
て
、
失
敗
し
た
と

は
い
え
、
野
上
の
敗
戦
工
作
は
、
残
さ
れ
た
妻
子
た
ち
の
た
め
の
戦
後
の

平
和
を
も
た
ら
す
、
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
自
己
犠
牲
と
し
て
称
揚
さ
れ
て
い
る
。

真
相
に
た
ど
り
着
い
た
添
田
は
、
野
上
の
意
を
汲
ん
で
、
野
上
の
生
存
を

妻
子
に
伝
え
る
こ
と
な
く
、
親
子
の
再
会
を
演
出
す
る
。
女
性
た
ち
は
、

庇
護
の
名
の
下
に
真
相
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
。
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そ
の
意
味
で
、
本
作
の
真
犯
人
が
別
宮
操
と
い
う
女
性
教
師
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
そ
の
対
照
性
が
際
立
つ
。
生
徒
に
慕
わ
れ
て
い
る
武
道
全
般

の
達
人
で
、
尾
張
徳
川
家
代
々
の
別べ

つ

式し
き

女め

で
あ
り
、
貴
人
を
護
衛
す
る
男

装
の
女
性
で
あ
る
。
操
は
、
終
戦
後
、
変
節
し
た
男
た
ち
を
追
い
詰
め
て

い
く
。

　

操
は
別
の
場
所
で
殺
害
し
た
徳
永
を
、
屋
根
か
ら
家
の
中
に
放
り
込
ん

だ
。
犯
人
は
遺
体
発
見
時
に
「
玄
関
に
履
物
が
あ
っ
た
」
と
用
意
し
て
い

た
靴
を
見
せ
る
こ
と
で
、
徳
永
が
家
ま
で
歩
い
て
き
た
よ
う
に
見
せ
か
け

て
も
い
た
。
上
方
の
遊
園
地
跡
か
ら
滑
り
台
の
残
骸
を
滑
車
に
し
て
遺
体

を
運
ん
だ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

　

第
二
の
殺
人
現
場
は
、
東
名
学
園
に
併
設
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
て
の
建
物
。
元
は
軍
の
施
設
で
あ
っ
た
が
、
空
襲
で
燃
や
さ
れ
、
床
に

は
地
下
ま
で
貫
通
し
た
不
発
弾
に
よ
る
穴
が
空
い
て
い
た
。
勝
利
た
ち
は

そ
こ
で
文
化
祭
で
発
表
す
る
映
画
を
撮
影
し
て
い
た
。

　

勝
利
た
ち
は
二
階
の
床
に
置
か
れ
た
生
首
を
発
見
す
る
。
被
害
者
は
市

会
議
員
の
郡
司
英
輔
、
五
〇
歳
。
一
人
目
の
被
害
者
で
あ
る
徳
永
と
も
交

流
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ど
う
考
え
て
も
勝
利
た
ち
六
人
の
中
の
誰
か

が
犯
人
な
の
だ
が
、
遺
体
を
解
体
す
る
時
間
が
誰
に
も
な
か
っ
た
。

　

犯
人
が
わ
ざ
わ
ざ
遺
体
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
の
は
、「
そ
ん
な
時
間
は

な
か
っ
た
」
と
い
う
ア
リ
バ
イ
を
つ
く
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
実

際
に
犯
人
に
は
遺
体
を
解
体
す
る
時
間
は
な
か
っ
た
。
勝
利
た
ち
が
目
撃

し
た
生
首
は
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
切
断
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
生
首
が
発

見
さ
れ
た
の
は
二
階
の
床
。
勝
利
が
生
首
だ
と
思
っ
た
も
の
は
、
不
発
弾

に
よ
っ
て
で
き
た
穴
を
通
し
て
二
階
に
頭
だ
け
を
見
せ
て
い
る
遺
体
で
あ

り
、
一
階
に
は
ま
だ
首
と
つ
な
が
っ
た
胴
体
が
あ
っ
た
。

　

生
首
発
見
後
、
勝
利
た
ち
は
、
守
衛
を
呼
ぶ
た
め
守
衛
室
に
向
か
う
。

そ
し
て
、
現
場
に
は
見
張
り
と
し
て
犯
人
だ
け
が
残
る
。
勝
利
た
ち
が

戻
っ
て
く
る
ま
で
の
間
に
犯
人
が
遺
体
を
解
体
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
事

件
の
犯
人
も
、
遺
体
の
解
体
が
で
き
る
刀
剣
の
達
人
の
操
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
二
つ
の
事
件
の
犯
人
と
そ
の
犯
行
方
法
を
論
理
的
に
謎
解

き
で
き
る
本
格
ミ
ス
テ
リ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
犯
行
動
機
は
推
理
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

読
者
へ
の
質
問
状

・
密
室
殺
人
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
か
？

・
解
体
殺
人
は
い
か
に
し
て
行
わ
れ
た
か
？

　

伏
線
を
た
ど
っ
て
解
答
で
き
た
方
で
も
、
残
念
な
が
ら
動
機
ま

で
推
測
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
物
語
は
途
中
な
の
で

す
か
ら
。

　

従
い
ま
し
て
、
ト
リ
ッ
ク
を
解
明
し
犯
人
を
指
摘
で
き
た
あ
な
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た
も
、
解
明
の
努
力
を
放
棄
し
た
あ
な
た
も
、
つ
づ
け
て
こ
の
後

を
読
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
８
。

　

こ
の
よ
う
に
、
途
中
、
作
者
に
よ
る
「
読
者
へ
の
挑
戦
状
」
な
ら
ぬ

「
読
者
へ
の
質
問
状
」
が
挿
入
さ
れ
る
。
本
作
品
に
お
い
て
は
、
フ
ー
ダ

ニ
ッ
ト
（W

ho done it
）、
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
（H

ow
 done it

）
で
は
な

く
、
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト
（W

hy done it

）
が
重
点
と
な
る
。

戦
争
と
震
災

─
新
た
な
大
量
死
の
経
験
と
隠
蔽

　

物
語
は
、
終
戦
日
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
日
、
後
に
被
害
者
と
な

る
徳
永
と
郡
司
は
墜
落
機
に
搭
乗
し
て
い
た
米
兵
の
生
き
残
り
を
探
し
て
、

山
狩
り
を
し
て
た
。
終
戦
を
告
げ
る
玉
音
放
送
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

に
わ
か
に
信
じ
る
こ
と
も
受
け
入
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
頑
固
な
二
人
は
、

つ
い
に
負
傷
し
た
米
兵
の
生
き
残
り
を
発
見
後
、
容
赦
な
く
日
本
刀
で
斬

り
捨
て
る
。
二
人
は
、
秘
密
裏
の
う
ち
に
米
兵
の
遺
体
を
焼
却
し
た
。

　

そ
の
数
日
前
、
負
傷
し
た
米
兵
を
最
初
に
発
見
し
た
の
は
地
元
の
少
女

で
あ
っ
た
。
少
女
は
傷
つ
い
た
米
兵
を
見
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
打
ち

捨
て
ら
れ
た
小
屋
に
か
く
ま
う
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
結
局
、
そ
の
小
屋

は
二
人
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
少
女
は
も
う
戦
争
は
終
わ
っ
た
の
だ
か

ら
と
二
人
を
止
め
よ
う
と
し
た
が
、
逆
上
し
た
郡
司
に
少
女
は
殺
さ
れ
る
。

郡
司
は
、
手
近
な
井
戸
に
少
女
の
遺
体
を
隠
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

亡
く
な
っ
た
少
女
の
名
前
は
野
々
村
節
。
か
つ
て
の
鏡
子
の
親
友
で
あ

り
、
操
に
と
っ
て
は
母
親
違
い
の
妹
に
あ
た
る
人
物
で
あ
っ
た
。
節
の
祖

母
の
日
記
を
持
ち
去
り
、
操
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
妹
の
身
に
何
が
起

こ
っ
た
の
か
を
調
べ
て
い
た
。
や
が
て
、
操
は
終
戦
の
日
に
何
が
起
こ
っ

た
の
か
に
気
づ
く
の
で
あ
っ
た
。

　

第
一
の
事
件
が
起
こ
っ
た
日
の
早
朝
、
操
は
真
実
を
問
い
質
す
た
め
徳

永
を
山
中
の
博
物
館
に
呼
び
出
し
た
。
徳
永
は
、
つ
い
に
犯
行
を
認
め
、

次
の
よ
う
に
開
き
直
る
。

「
人
殺
し
だ
と
？　

な
に
を
い
う
か
。
き
ゃ
つ
ら
は
日
本
人
を
殺
し

た
！　

本
所
深
川
一
帯
で
一
夜
の
う
ち
に
一
〇
万
の
命
が
奪
わ
れ

た
ぞ
。
広
島
を
見
よ
長
崎
を
見
よ
、
大
東
亜
を
軍
靴
の
下
に
踏
み

つ
ぶ
し
た
、
そ
れ
が
白
人
の
歴
史
で
あ
る
！
」

　
　
（
中
略
）

「
殺
し
た
の
は
た
っ
た
ふ
た
り
だ
、
一
〇
万
一
〇
〇
万
の
命
を
や
り

と
り
す
る
戦
争
を
思
え
ば
児
戯
に
等
し
い
。
さ
よ
う
…
…
た
か
が

0

0

0

殺
人
で
は
な
い
か

0

0

0

0

0

0

0

！
」

　

本
作
品
の
表
題
は
、
こ
の
徳
永
の
発
言
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
争
と
い
う
大
量
殺
戮
の
時
代
に
お
い
て
は
、
固
有
の
犯
行
動
機
に
基
づ
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か
っ
た
戦
時
下
の
言
説
空
間
が
批
判
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
他
方
、
大

量
死
の
経
験
が
推
理
に
貢
献
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
語
ら
れ
て
い
る
。

　

一
兵
に
よ
る
推
理
の
過
程
で
、
次
の
よ
う
に
死
の
認
定
の
確
定
性
が
問

わ
れ
る
。

「
念
の
た
め
に
確
認
す
る
よ
。
…
…
き
み
が
目
撃
し
た
と
き
の
郡
司

議
員
は
確
か
に
死
ん
で
い
た
ね
？
」

　
　
（
中
略
）

「
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
顔
色
は
、
絶
対
に
死
ん
で
い
ま
し

た
」

　

し
ば
し
ば
空
襲
に
遭
遇
し
た
少
年
は
、
絶
命
直
後
の
人
体
を
目

撃
し
た
こ
と
が
あ
る
。
焼
夷
弾
攻
撃
に
晒
さ
れ
た
全
員
が
消
炭
状

態
に
な
る
の
で
は
な
い
。
恐
怖
の
形
相
を
浮
か
べ
な
が
ら
一
見
無

傷
に
見
え
る
遺
体
も
あ
っ
た
。
煙
に
巻
か
れ
て
窒
息
し
た
ら
し
い

が
、
そ
れ
で
も
魂
の
な
い
無
機
物
だ
と
直
感
で
き
た
。

　

近
代
戦
に
銃
後
も
前
線
も
な
い
こ
と
を
否
応
な
く
知
ら
さ
れ
、

知
っ
た
と
き
に
は
も
う
命
を
吹
き
消
さ
れ
て
い
る
の
が
、
昭
和
二

〇
年
三
月
一
〇
日
以
降
の
無
差
別
爆
撃
で
あ
っ
た
。

　

血
の
吹
き
出
る
よ
う
な
体
験
の
お
か
げ
で
、
今
も
断
言
で
き
る

の
だ
。

「
死
ん
で
い
ま
し
た
」

く
固
有
の
殺
人
は
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
匿
名
の
死
に
対
し
て

個
別
の
死
を
描
く
本
格
探
偵
小
説
は
成
立
し
え
な
い
こ
と
を
逆
説
的
に
語

る
。

　
『
荒
地
』
派
の
詩
人
・
田
村
隆
一
は
、
戦
後
、
早
川
書
房
に
入
社
し
、

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
の
翻
訳
権
を
取
得
し
翻
訳
し
た
り
、
ハ
ヤ
カ
ワ
・

ポ
ケ
ッ
ト
・
ミ
ス
テ
リ
の
企
画
・
編
集
に
携
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
戦
後

の
ミ
ス
テ
リ
普
及
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
そ
の
田
村
は
、「
戦
争
に
よ

る
“
人
殺
し
”
で
す
が
、
あ
れ
は
探
偵
小
説
に
な
り
ま
せ
ん
。
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
と
か
原
爆
に
よ
る
大
量
殺
戮
に
は
、
個
人
の
犯
罪
動
機
が
稀
薄
で

し
ょ
。
組
織
に
よ
る
虐
殺
で
す
か
ら
、
犯
行
者
の
罪
悪
感
が
な
い
。
単
に

戦
略
遂
行
の
事
務
能
力
だ
け
し
か
問
題
に
な
ら
な
い
。
個
人
が
個
人
を
殺

す
の
で
な
け
れ
ば
“
事
件
”
の
魅
力
が
な
い
の
で
す
。」９
と
述
べ
て
い
る
。

ミ
ス
テ
リ
が
描
く
殺
人
事
件
に
は
、
そ
の
ネ
ガ
と
し
て
戦
争
に
よ
る
大
量

死
・
匿
名
死
の
経
験
が
あ
る
。
ミ
ス
テ
リ
が
対
象
に
す
る
の
は
、
大
量
殺

戮
で
は
な
く
、「
た
か
が
殺
人
」
な
の
で
あ
る
。

　

探
偵
の
一
兵
は
、「
密
室
の
謎
解
き
が
必
要
な
ら
、（
中
略
）
民
主
警
察

の
今
で
は
、
謎
が
解
決
で
き
な
く
て
は
犯
人
を
収
監
で
き
な
い
ん
だ
」
と

述
べ
、「
探
偵
小
説
が
推
理
小
説
に
脱
皮
す
る
時
代

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
ん
だ
」
と
戦
前
的

な
〈
探
偵
小
説
〉
に
対
し
て
戦
後
的
な
〈
推
理
小
説
〉
を
提
唱
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
白
偏
重
の
科
学
的
な
捜
査
の
不
在
、
大
量
死
に
よ
る

死
者
の
匿
名
化
な
ど
ミ
ス
テ
リ
の
成
立
要
件
を
満
た
す
こ
と
の
出
来
な
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一
兵
は
淡
々
と
勝
利
の
返
答
を
受
け
入
れ
た
。

　

前
作
に
お
い
て
は
、
科
学
的
な
捜
査
が
蔑
ろ
に
さ
れ
た
戦
前
に
し
か
成

立
し
な
い
ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
勝
利
の
戦

時
下
の
大
量
死
の
経
験
に
よ
る
非
科
学
的
な
死
の
認
定
が
、
む
し
ろ
「
真

実
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
死
の
認
定
を
め
ぐ
っ
て
科
学
的
・
医
学

的
捜
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
戦
時
下
に
お
い
て
は
、
逆
に
登
場
人
物
の
空

襲
に
よ
る
大
量
死
の
経
験
が
、
正
し
く
真
相
に
導
く
こ
と
を
ア
イ
ロ
ニ
カ

ル
に
語
る
。

　

ま
た
、
戦
争
と
震
災
と
の
関
係
に
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。
震
災
と
い
う

戦
時
下
、
戦
争
直
後
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
大
量
死
・
匿
名
死
の
経
験
は
、

災
害
自
体
が
隠
蔽
さ
れ
、
無
い
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
戦
争
は
、
死

者
を
匿
名
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
大
量
死
の
経
験
を
隠
蔽
し
て
し

ま
う
。

　

だ
が
四
年
前
に
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
三
河
地
震
の
話
題
な
ら
格

別
だ
。
鏡
子
を
除
い
て
誰
も
が
、
三
年
連
続
し
た
こ
の
地
方
の
大

震
災
の
恐
怖
が
身
に
沁
み
て
い
た
。

　

敗
戦
の
前
年
一
二
月
七
日
に
発
生
し
た
東
南
海
地
震
が
そ
の
第

一
号
だ
、
関
東
大
震
災
を
凌
ぐ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
で
、
零

戦
や
新
司
偵
を
生
産
す
る
名
古
屋
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
。

軍
が
震
災
の
情
報
を
秘
匿
し
た
た
め
大
半
の
日
本
人
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
地
震
計
で
ち
ゃ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い

た
。

　

翌
二
〇
年
一
月
一
三
日
の
直
下
型
地
震
が
三
河
地
震
だ
。
深
夜

の
せ
い
も
あ
っ
て
東
南
海
地
震
を
凌
ぐ
人
的
被
害
を
出
し
た
ら
し

い
。
ら
し
い
と
い
う
の
は
戦
局
の
退
勢
に
伴
っ
て
行
政
が
す
べ
て

に
沈
黙
を
続
け
た
か
ら
、
山
襞
に
埋
も
れ
た
集
落
が
全
滅
し
て
も

救
助
は
一
切
な
く
、
し
た
が
っ
て
被
害
の
調
査
も
さ
れ
な
か
っ
た

だ
め
だ
。

　

さ
ら
に
二
一
年
に
は
南
海
地
震
が
発
生
す
る
。
戦
争
は
終
わ
っ

て
い
た
が
、
紙
不
足
で
新
聞
も
ろ
く
に
出
せ
ず
、
勝
利
も
新
宮
市

全
滅
の
写
真
を
見
ら
れ
た
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
高
知
の
壊
滅
に
つ

い
て
は
無
知
だ
っ
た
。
ま
し
て
戦
時
下
の
三
河
地
震
と
き
た
ら
、

布
団
ご
と
背
中
を
突
き
上
げ
て
き
た
揺
れ
以
外
な
に
も
知
ら
な
い
。

「
地
震
の
夜
に
海
を
見
た
ら
ピ
カ
ピ
カ
青
白
く
光
っ
た
そ
う
よ
。
岩

礁
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
の
ね
。
震
源
近
く
の
三
ケ
根
山
の
上

空
が
光
っ
た
と
い
う
噂
を
聞
い
た
け
ど
、
ラ
ジ
オ
も
知
ら
ん
顔

だ
っ
た
っ
て
」

　

津
波
の
被
害
を
う
け
た
三
重
県
が
現
地
調
査
に
派
遣
し
た
職
員

は
、
ス
パ
イ
の
疑
い
で
憲
兵
に
検
束
さ
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
と
い

う
。
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「
そ
れ
が
戦
争
と
い
う
も
ん
さ
」

　

東
南
海
地
震
、
三
河
地
震
、
南
海
地
震
と
一
九
四
四
年
か
ら
三
年
連
続

の
地
震
に
よ
る
大
量
死
の
経
験
は
、
戦
争
に
よ
る
大
量
死
の
経
験
と
等
価

と
な
る
ど
こ
ろ
か
、
後
者
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
る
。
辻
の
戦
争
経
験
は
、

戦
時
下
の
言
説
空
間
と
ミ
ス
テ
リ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
歪
み
を
顕
在
化
さ

せ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
妹
を
殺
害
し
た
二
人
の
変
節
漢
へ
の
復
讐
を
果
た
し
た
操

の
逮
捕
に
よ
っ
て
二
つ
の
不
可
能
殺
人
事
件
は
幕
を
閉
じ
る
の
だ
が
、
一

兵
に
謎
を
解
か
せ
た
の
は
他
な
ら
ぬ
操
自
身
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
探
偵

の
謎
解
き
は
操
に
と
っ
て
遠
回
し
な
自
白
だ
っ
た
わ
け
だ
。
操
が
罪
を
自

白
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
鏡
子
を
無
事
に
渡
米
さ
せ
る
た
め
で
も
あ
っ

た
。
事
件
が
解
決
し
な
い
と
関
係
者
と
し
て
日
本
か
ら
出
ら
れ
な
い
。
一

方
で
ハ
ヤ
ト
の
祖
母
が
危
篤
で
、
急
い
で
渡
米
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。

鏡
子
に
と
っ
て
は
、
パ
ン
パ
ン
の
過
去
は
、『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
の
よ
う
な

敗
戦
の
屈
辱
で
も
ト
ラ
ウ
マ
体
験
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。。

　

ま
た
、
操
の
犯
行
は
、
異
母
妹
を
殺
害
し
た
者
た
ち
へ
の
復
讐
劇
を
通

し
て
、
戦
争
責
任
の
問
題
を
追
及
す
る
社
会
性
も
帯
び
て
い
た
。
そ
の
意

味
で
、
清
張
流
の
社
会
派
ミ
ス
テ
リ
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
本
作
は
、
さ

ら
に
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
の
コ
ー
ド
を
パ
ロ
デ
ィ
的
に
侵
犯
し
な
が
ら
、
ミ

ス
テ
リ
を
自
己
生
成
す
る
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
構
造
も
備
え
て
い
た
。

メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
構
造

　

警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
操
は
、
現
場
検
証
中
に
人
命
を
助
け
て
死
ぬ
。
増

水
し
た
川
に
落
ち
た
人
を
助
け
た
が
、
自
身
に
は
手
錠
が
か
か
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
生
徒
た
ち
が
悲
し
み
に
暮
れ
る
中
、
勝
利
は
操
に
か
け
ら
れ
た
、

こ
の
一
連
の
事
件
を
作
品
に
す
る
の
だ
よ
と
い
う
、
最
後
の
言
葉
を
思
い

出
す
。
つ
ま
り
、
最
初
か
ら
こ
の
物
語
は
勝
利
が
執
筆
し
た
小
説
だ
っ
た

と
い
う
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
あ
っ
た
。
作
者
の
辻
真
先
と
勝
利
が
二

重
写
し
に
な
る
仕
掛
け
で
あ
る
。

「
ト
ー
ス
ト
だ
っ
た
わ
ね
。
本
格
ミ
ス
テ
リ
は
ど
う
で
も
い
い
話
が

長
々
つ
づ
い
て
、
終
わ
り
に
な
る
ま
で
犯
人
が
わ
か
ら
な
い
、
民

主
的
じ
ゃ
な
い
と
い
っ
た
の
は
。
だ
か
ら
意
地
に
な
っ
て
書
い
た

ん
で
す
っ
て
」

「
へ
え
。
ど
ん
な
具
合
に
書
い
た
ん
だ
」

「
最
初
の
一
ペ
ー
ジ
で
、
す
ぐ
犯
人
を
紹
介
す
る
！
」

　

級
長
の
宣
言
に
、
ト
ー
ス
ト
と
姫
が
吹
き
出
し
白
い
息
を
吐
い

た
。

「
事
件
も
始
ま
ら
な
い
の
に
、
犯
人
が
出
せ
る
か
よ
」

「
う
ま
く
い
っ
た
ら
お
慰
み
で
す
わ
ね
」

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
で
カ
リ
カ
リ
と
音
を
た
て
て
い
た
勝
利
が
、
そ
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の
手
を
止
め
て
声
を
か
け
た
。

「
お
待
た
せ
！　

最
後
ま
で
書
い
た
か
ら
、
も
う
い
い
ぞ
。
こ
い
つ

を
印
刷
す
る
間
に
、
き
み
た
ち
は
一
ペ
ー
ジ
か
ら
読
ん
で
く
れ
！
」

　

い
わ
れ
る
ま
で
律
儀
に
待
っ
て
い
た
三
人
が
額
を
寄
せ
て
き
た
。

　

そ
し
て
読
み
は
じ
め
た
。

　

最
後
に
真
相
が
明
か
さ
れ
る
と
い
う
本
格
ミ
ス
テ
リ
の
暗
黙
の
了
解
を

「
民
主
的
じ
ゃ
な
い
」
と
戦
後
的
な
価
値
観
に
重
ね
て
批
判
し
た
う
え
で
、

戦
後
的
な
価
値
観
に
ふ
さ
わ
し
い
ミ
ス
テ
リ
を
生
成
さ
せ
る
。
こ
の
引
用

に
続
く
結
末
の
文
章
は
、
そ
の
ま
ま
小
説
の
冒
頭
と
同
じ
で
あ
る
。
会
話

の
中
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
読
者
は
は
じ
め
か
ら
犯
人
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
序
章　

推
理
小
説
を
書
き
だ
し
た
」
と
「
終
章　

そ
し
て
、
推
理
小
説
が
脱
稿
し
た
」
は
、
次
の
よ
う
に
円
環
構
造
と
な
っ

て
閉
じ
ら
れ
、
読
者
は
、
再
帰
的
に
冒
頭
部
に
連
れ
戻
さ
れ
る
。

「
犯
人
は
お
前
だ
！
」

　

鉄
筆
の
先
端
で
、
廊
下
に
面
し
た
戸
を
指
し
た
と
た
ん
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
そ
の
戸
が
開
い
た
か
ら
、
驚
い
た
。
部
室
に

は
い
ろ
う
と
し
て
い
た
別
宮
操
先
生
も
、
目
を
ま
る
く
し
て
立
っ

て
い
る
。

「
ヘ
エ
、
私
が
犯
人
？
」

お
わ
り
に

─
娯
楽
と
批
評
の
あ
い
だ

　
『
馬
鹿
み
た
い
な
話
！　

昭
和
36
年
の
ミ
ス
テ
リ
』
は
、
昭
和
ミ
ス
テ

リ
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
弾
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
辻
の
自
伝
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
、
本
作
は
黎
明
期
の

テ
レ
ビ
の
制
作
現
場
で
働
い
て
い
た
辻
の
体
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い

る
。
前
作
で
推
理
小
説
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
風
早
勝
利
の
脚
本
で
、

同
級
生
の
大
杉
日
出
夫
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
二
人
と
は
旧
知
の
那
珂
一

兵
が
美
術
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
た
中
央
放
送
協
会
の
ミ
ス
テ
リ
・
ド
ラ
マ
が

生
放
送
の
本
番
を
迎
え
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
実
在
の
歌
手
、
俳
優
、

番
組
名
を
挙
げ
な
が
ら
詳
細
に
描
か
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
生
放
送

中
の
ス
タ
ジ
オ
で
主
演
女
優
が
刺
殺
さ
れ
る
と
い
う
、
衆
人
環
視
の
中
で

の
密
室
殺
人
事
件
が
起
こ
る
。
昔
の
テ
レ
ビ
業
界
の
裏
話
に
も
見
え
る
、

こ
う
し
た
当
時
の
テ
レ
ビ
番
組
制
作
の
実
態
の
記
述
が
、
読
者
に
不
可
能

犯
罪
と
印
象
づ
け
る
た
め
の
本
格
ミ
ス
テ
リ
成
立
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年
と
い
う
高
度
経
済
成
長
期
の
好
景
気
に
よ

り
誰
も
が
戦
争
の
悲
劇
を
忘
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
前
二

作
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
事
件
の
背
後
に
戦
争
の
影
を
さ
り
げ
な
く
落

と
し
て
い
る
。
夫
が
戦
争
末
期
の
銀
座
の
大
空
襲
で
生
死
不
明
と
な
っ
た

妻
、
そ
の
妻
が
疎
開
先
で
出
会
っ
た
男
と
二
人
の
間
に
で
き
た
娘
の
存
在
、

ま
だ
堕
胎
罪
や
姦
通
罪
が
生
き
て
い
た
戦
争
直
後
の
混
乱
期
の
状
況
な
ど
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参
照
。

７	「
日
本
の
推
理
小
説
」（『
黒
い
手
帖
』
一
九
七
四
年
、
中
央
公
論
社
）。

８	

本
文
の
引
用
は
、『
た
か
が
殺
人
じ
ゃ
な
い
か　

昭
和
24
年
の
推
理
小
説
』（
二

〇
二
〇
年
、
東
京
創
元
社
）
に
拠
っ
た
。
以
下
同
様
。

９	『
田
村
隆
一
ミ
ス
テ
リ
ー
の
料
理
事
典
』（
一
九
八
四
年
、
三
省
堂
）。『
荒
地
』

派
と
ミ
ス
テ
リ
と
の
関
連
性
を
論
じ
、
ミ
ス
テ
リ
を
戦
後
文
学
と
位
置
づ
け
た

拙
稿
「
ミ
ス
テ
リ
と
戦
後
詩
」（『
武
蔵
野
文
学
館
紀
要
』
六
、
二
〇
一
六
年
三

月
）
参
照
。

が
、
こ
の
事
件
の
遠
因
と
な
っ
て
い
た
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
声
高
に
、
あ
る
い
は
教
条
的
に
戦
争
を
批
判
す
る
こ

と
は
な
い
。
辻
の
個
人
的
な
戦
争
体
験
に
基
づ
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
効
果

的
に
盛
り
込
ん
だ
青
春
小
説
で
も
あ
り
、
戦
前
の
〈
探
偵
小
説
〉
か
ら
戦

後
の
〈
推
理
小
説
〉
へ
と
至
る
日
本
の
ミ
ス
テ
リ
の
屈
折
し
た
歴
史
性

─
戦
争
が
ミ
ス
テ
リ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
与
え
た
ね
じ
れ

─
を
も

内
包
し
た
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
の
ミ
ス
テ
リ
創
造
に
関
わ

る
本
格
ミ
ス
テ
リ
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

注
１	

拙
稿
「
読
者
＝
犯
人
の
系
譜

─
中
井
英
夫
か
ら
深
水
黎
一
郎
ま
で
」（
押
野
武

志
他
編
著
『
日
本
探
偵
小
説
を
知
る
』（
二
〇
一
八
年
、
北
海
道
出
版
会
）
参
照
。

２	

名
古
屋
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ（https://history.nagoya-cci.or.jp/shouw

ashoki/

h12.htm
l

）
参
照
。

３	「
昭
和
ミ
ス
テ
リ　

あ
と
が
き
」（『
馬
鹿
み
た
い
な
話
！　

昭
和
36
年
の
ミ
ス
テ

リ
』
二
〇
二
二
年
、
東
京
創
元
社
）。

４	

本
文
の
引
用
は
、『
江
戸
川
乱
歩
全
集
』
二
（
二
〇
〇
四
年
、
光
文
社
）
に
拠
っ

た
。

５	

本
文
の
引
用
は
、
文
庫
版
『
深
夜
の
博
覧
会　

昭
和
12
年
の
探
偵
小
説
』（
二
〇

二
一
年
、
東
京
創
元
社
）
に
拠
っ
た
。
以
下
同
様
。

６	

拙
稿
「
危
機
の
時
代
の
ミ
ス
テ
リ
」（『
新
薩
摩
学
』
一
五
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）


